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研究成果の概要（和文）：生後2-7ヶ月の健康な乳児22名を対象に快情動を最大限に引き出すマッサージの速度
の検証を行った。マッサージ速度は10.0cm/s、7.5cm/s、5.0cm/sの3つとし、上肢、下肢、胸部を1 クール5分と
し、1分間のインターバルをおいて、母親が3つの速度で計3クール、児にマッサージを行った。その結果、マッ
サージを受ける乳児の快情動を最も引き出す副交感神経優位となるHF変化率が上昇するマッサージ速度は7.
5cm/sの速度であり、乳児が不快を感じる交感神経優位となるマッサージ速度は10.0cm/sの速度であった。

研究成果の概要（英文）：Twenty-two infants aged 2-6 months and their mothers were recruited to 
determine the effect of the optimal massage velocity on the infants' touch peasantness. Tactile 
stimulation was presented on the upper and lower extremities for 60 second, followed by a 60 second 
rest period for total 3 sessions at three different velocities; 10.0, 7.5, 5.0 cm/s. Infants' 
tactile pleasantness was assessed using the high frequency, low frequency components of heart rate 
variation at the beginning and end of the massage. The infants who received the 7.5cm/s massage 
exhibited a parasympathetic nervous system response characterized by an increase in HF. The 7.5cm/s 
stroking velocity was found to be more pleasant than faster at 10.0 cm/s or slower at 5.0 cm/s 
stroking.

研究分野： 母性看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
心地よいマッサージ速度と加圧でマッサージを受ける児は、副交感神経が亢進、大脳皮質活動が抑制され、リラ
ックス効果がもたらされる。マッサージを実施する母親にとっても愛着が増し、マッサージ終了後にリラックス
効果がもたらされる。効果的で安全なマッサージの手技が検証されることにより、エビデンスに基づいたインフ
ァントマッサージが提供可能となり、本研究の成果は母子相互作用の促進に役立てられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

インファントマッサージは、乳児の皮膚を手掌で優しく撫でる触覚刺激であり、乳児の脳を

最も活性化させる刺激の一つとされている。快/不快の感情は生後 3ヶ月までの間に現れ、触覚

を含めた五感を通して知覚される因子に影響を受ける。マッサージ教室では、手掌、手根、指

腹を使って児の上肢、下肢、胸腹部を自由にさするよう指導がされているが、その速度や加圧

の指導はされていない。早すぎる速度や過剰な加圧は皮膚発赤や脳内の血中酸素化ヘモグロビ

ン濃度の上昇を引き起こし、単にさするだけの弱い加圧は児の自律神経活動と大脳皮質活動に

何の反応も示さないことも明らかとなっている。快情動を最大限に引き出すマッサージ速度と

加圧を検証しないまま、リラックス効果をもたらすとして、インファントマッサージを推奨し

ていることから、効果的で安全なマッサージの手技を確立するという課題が残されている。  

２．研究の目的 

（１）快情動を最大限に引き出すインファントマッサージの速度を自律神経活動、精神発汗量

から検証する。 

 

（２）快情動を最大限に引き出すインファントマッサージの加圧を自律神経活動、大脳皮質活

動から検証し、効果的で安全な手技を確立する。 

 

３．研究の方法 

（１）快情動を最大限に引き出すマッサージの速度の検証 

対象：正期産で出生し、その後の経過が順調な生後 2-7 ヶ月の健康な乳児とその母親のペア 22

組。 

調査期間：2017 年 5月～10 月 

マッサージ方法：母親が乱数表によりランダム化された 3 つのマッサージ速度（5.0cm/s、

7.5cm/s、10.0cm/s）で児の左右上肢、左右下肢、胸部の 3ヶ所を 1クール 5分とし、計 3クー

ル、計 15 分マッサージを実施した。マッサージの速度は乳児の身体の長さから算出し、電子式

メトロノームを使って母親が手指・手掌を動かすテンポを設定した。 

測定項目、データ収集方法 

① 心拍数、心拍変動：携帯型心拍計（MemCalc、アームエレクトロニクス社）を用いて、マッ

サージ前（Rest）とマッサージ中の心拍数、心拍変動を測定した。得られたデータは周波数 0.15

～0.40Hz を高周波数帯 High Frequency：HF、周波数 0.04～0.15Hz を低周波数帯 Low Frequency：

LF とした。HFは副交感神経機能、LF/HF 比は交感神経機能の指標とした。 

② 精神性発汗量：発汗計プローベを児の左手掌にテープで固定し、換気カプセル型発汗計 

(SKN-2000；株式会社西澤電機計器製作所) を用いて測定した。 

 

（２）快情動を最大限に引き出すインファントマッサージの加圧の検証 

対象：正期産で出生し、その後の経過が 

順調な生後 3-6 ヶ月の健康な乳児とその母親のペア 7組。 

調査期間：2018 年 12 月～2019 年 1月 

マッサージ方法：0.1mm センサシート I-SCAN100 を右上肢と右下肢に巻きつけた児に対し、母

親が面圧分布測定システムを用いて 4kgPa、10kgPa の 2 種類の圧で各 5分間児にマッサージを

実施した。 

測定項目、データ収集方法 



① 心拍数、心拍変動：上記の１）-（４）-①の方法で実施。 

② 脳血流ヘモグロビン濃度：母親の前頭部に送受光ファイバ各 14チャンネル、児の前額部に

各 4チャンネル装着し、近赤外線分光法（functional Near-infrared Spectroscopy System、

島津製作所）を用いて、母児の脳内酸素化ヘモグロビン濃度、脱酸素化ヘモグロビン濃度、総

ヘモグロビン濃度をマッサージ開始前から終了までの約 5分間測定した。 

 

（３）分析方法 

マッサージの快情動は、心拍数、心拍変動解析ソフトプログラム（Bonaly Light、アームエ

レクトロニクス社）を用いて算出した。Rest からマッサージ中の心拍数、心拍変動（HF、LF/HF

比）の差より副交感神経活動を評価した。精神性発汗量は、発汗計用記録・解析ソフトウェア 

(Mod-02；株式会社西澤電機計器製作所、愛知、日本) を用いた。 

マッサージの快情動はトレンド解析プログラム（島津製作所）を用いて算出した Rest からマ

ッサージ終了時の脳血流ヘモグロビン濃度の差および変化率と、心拍数、心拍変動解析ソフト

プログラム（Bonaly Light、アームエレクトロニクス社）を用いて算出した Rest からマッサー

ジ中の心拍数、心拍変動（HF、LF/HF 比）の差より副交感神経活動を評価した。データの分析

は統計ソフト PASW Statistics 21 を用い、統計学的有意水準は p<0.05 とした。 

 
４．研究成果 

（１）快情動を最大限に引き出すマッサージの速度の検証 

ランダム化した３つの速度の順番でマッサージ

を受けた乳児の HF と LF/HF の変化率に差は見

られなかった。HF の変化率はマッサージ速度

7.5cm/s が 10.0cm/s に比べて有意に増加した 

(p<0.01) 。マッサージを受ける乳児の HF の変化

率が最大となるマッサージ速度は 7.5cm/s

（p<0.01）であった。 

精神性発汗量の変化率はマッサージ速度

5.0cm/s が 10.0cm/s に比べて有意に減少した 

(p=0.01) 。3つのマッサージ速度で、精神性発汗

量と心拍変動の変化率に相関は見られなかった。

マッサージを受ける乳児の快情動を最も引き出す副交感神経優位となるマッサージ速度は

7.5cm/s の速度であり、乳児が不快を感じる交感神経優位となるマッサージ速度は 10.0cm/s の

速度であった。 

 

（２）快情動を最大限に引き出すインファントマッサージの加圧の検証 

HF 値を有意に上昇させる圧触覚圧の値は、酸素化ヘモグロビン値、心拍変動より包括的に評

価する必要があるため、現在解析中である。 

 

結論 

マッサージを受ける乳児の快情動を引き出すマッサージ速度は、副交感神経が亢進する

7.5cm/s であると考えられる。マッサージ速度 10.0cm/s は児に不快をもたらすことから、効果

的で安全なマッサージ手技を確立する必要性が示唆された。 
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